
■ コンテスト内容：
火山の多い日本において、我々は火山活動が低調な限り温泉等による恩恵を受けら
れる一方、活動が活発化すると多大な被害を被ってしまう。いかに火山活動のリス
クと共生して観光を促進するかは火山に隣接しつつ観光産業に大きく依存する地域
にとって大きな課題である。このコンテストは火山活動リスクと共生可能な観光産
業の発展について同一県内の箱根を舞台として文理融合的学術の視点、若い世代の
視点から横浜国立大学の学生に新しい提案を箱根町に提示し地域の発展に貢献して
もらうことを目的とし開催するものである。

■ 主催：横浜国立大学

■ 後援 :  箱根町 , 箱根ジオパーク推進協議会

■ 窓口 :  地域実践教育研究センター　chiki-ct@ynu.ac.jp , 045-339-3579

　　　　 産学連携課 　sangaku.chiiki@ynu.ac.jp , 045-339-4455
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■ 指導責任：森田 洋（経営学部・学部長）/中村文彦（副学長・理事（地域担当 )）

■ 指導：   氏川恵次 （経済学部・教授）/   佐土原聡（都市イノベーション研究院：

研究院長・教授）/ 小池治（地域実践教育研究センター・センター長 , 国際社会

科学研究院 ・教授）/  志村真紀（地域実践教育研究センター・准教授）/  

地域実践教育研究センター関連教員

■ スケジュール
10 月 1 日　　　    ：募集開始
10 月 9日 （金）  昼休み（12:10-12:50)：学内説明会（経営学講義棟 108 教室）
10 月 16 日　　　：登録締切　
10 月中旬   昼休み：リスク共生に関する基礎講義
10 月 24 日（土）   ：箱根町におけるレクチャー、現場検証、
　　　　　　　　    アンケート等により提案書を作成 .
　　　　　　　　　＊その後の現地訪問は３回以上とし、
　　　　　　　　　    訪問日程はチームごとに自由とする。
12 月（土）　　　：中間報告会・現地状況見学
2月末　　　　　：最終案提出
　　　　　　　　    優秀作品選定後に優秀作品は本学ウェブ上にも公表
4月    　　　　　：学内にて優秀提案の発表会か展示会を計画する予定です。

■ 参加対象：異なる学部、学府、研究科に所属する学生２名以上で構成したチーム。

　　　　　　 留学生も可。日本語不自由な学生だけのチームはご遠慮頂きます。

■ 登録申請： 構成メンバーの「氏名・所属・学年・メールアドレス」を

　　　　　　 地域実践教育研究センターのメールアドレスへ連絡ください。

   　　　　　 （先着５チームまで。）

・全員：計５回程まで
　　　  交通費支給

　

・最優秀賞へは特典
    を予定しています


